
3) 雨水集排水施設計画 

次図に、雨水集排水施設の平面図及び構造図を示す。
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2．防災調整池 

(1) 県指針基準 

【県指針（p.10）より】 
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(2) 防災調整池の検討 

1) 基本的な考え方 

○防災調整池の上流部に位置する雨水集排水路との関連性を考慮し、雨水排水路と同

じ 50 年確率の設計雨量強度を採用した。 

○防災調整池は、既設一般廃棄物処分場の防災調整池を利用することとし、開発面積

は、一般廃棄物処分場の面積を含めたものとした。 

○林地開発許可基準に基づき、開発行為に伴う下流水路のピーク流量の増加率が、１％

以上となる流域面積を算出し、開発行為の影響範囲の特定を行った。 

○開発行為の影響範囲内の水路において、流下能力とピーク流量を比較し、ピーク流

量を流下させることができない箇所は、改修を行うこととした。 

○３年確率雨量強度のピーク流量が、下流の流下能力を超えるか否かの確認を行った。 

○上記を踏まえ、既設防災調整池で対応できるか否かの検討を行った。 

 

2) 既設防災調整池について 

既設防災調整池の容量は、以下のとおりである。 

○雨水調整容量：V=3,084 ㎥ 

○堆積土砂容量：V=622 ㎥ 

次図に、既設防災調整池の構造図を示す。 
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